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特記事項
本書および本書で紹介する製品をご使用になる前に、特記事項  (））））） 25)に記載され
ている情報をお読みください。



本書に関する注意事項
本書は、BigFix  バージョン  9.5 と、新しい版で明記されていない限り、それ以降のすべて
のリリースおよびモディフィケーションに適用されます。
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第  1 章.  概説
BigFix Patch for Ubuntu  の  Fixlet を使用することにより、Ubuntu  からリリースされるセ
キュリティー・アップデートおよびサービス・パックを管理することができます。Fixlet  は 
Ubuntu 向けパッチ・サイトから入手できます。
BigFix Patch for Ubuntu  を使用すると、Ubuntu  クライアントを常に最新の更新およびサー
ビス・パックが適用された状態にすることができます。パッチ管理は、Ubuntu  向けパッ
チ・サイトを使用して行うことができます。新しいセキュリティー・アップデートが使用
可能になるたびに、BigFix  により  Fixlet がリリースされます。この  Fixlet により、エンター
プライズ内のコンピューターのうち、当該の更新が必要なものがすべて識別され、更新が
適用されます。
BigFix  コンソールのオペレーターは、キーを数回押すだけで、すべての関連コンピュー
ターにパッチを適用し、ネットワーク全体における適用の進行状況を視覚化することが
できます。BigFix  エージェントは、オペレーティング・システムのバージョン、プロセッ
サー、および既存のインストール済みパッケージを調べて、パッチの必要なタイミングと
要否を判別します。
Fixlet を使用することにより、大量の更新とパッチを比較的容易に管理し、対象を詳細に絞
り込んだ自動適用を希望のスケジュールで実行できます。ネットワーク帯域幅を最適化す
るために大容量のダウンロードを段階的に実行でき、インベントリーまたは監査の制御の
ために、適用プロセス全体をモニター、グラフ化、および記録できます。
新機能
Patch Management for Ubuntu は、Ubuntu  18.04 LTS をサポートするようになりました。

サポートされるバージョンおよびプラットフォーム
Ubuntu 向けパッチ・サイトでは、Ubuntu  バージョン  14.04、16.04、18.04  LTS (Long 

Term Support) がサポートされています。これらは通常、大規模な適用に使用されるリリー
スです。
Ubuntu Fixlet 向けパッチ・サイトでは、以下のバージョンおよびプラットフォームがサ
ポートされています。
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表  1. Ubuntu Fixlet 向けパッチ・サイトでサポートされるバージョンおよびプラット
フォーム

バージョン\n

プラットフォーム  (サーバーお
よびデスクトップをサポート) Fixlet サイト名

Ubuntu 10.04 

LTS*

x86 および  AMD64 Ubuntu 1004 向けパッチ

Ubuntu 12.04 

LTS**

x86 および  AMD64 Ubuntu 1204 向けパッチ

Ubuntu 14.04 LTS x86 および  AMD64 Ubuntu 1404 向けパッチ
Ubuntu 16.04 LTS x86 および  AMD64 Ubuntu 1604 向けパッチ
Ubuntu 18.04 LTS AMD64 Ubuntu 1804 向けパッチ

Ubuntu では、「LTS」とは「Long  Term Support」を表します。これは通常、大規模な適
用に使用されるリリースです。

注:  * Ubuntu 10.4 LTR および  12.04 LTS は、サポート終了日に達しており、セキュ
リティー更新およびメンテナンス更新を含む、更新のサポートを行っていません。一
方、BigFix  は、サポート終了日に達した製品に対しては、コンテンツおよびサポートの提
供を行っていません。

注:  **Ubuntu 12.04 LTS は、サポート終了日に達しています。2017  年  7 月  31 日より
後は、Ubuntu  12.04 LTS 向けパッチ・サイトは非推奨となります。それに従って、「ライ
センス概要  (Licence Overview)」ダッシュボードではそのサイト名にマークが付けられま
す。
場合によっては、Ubuntu  が、関連する発表なしでパッケージをリリースすることがあり
ます。そのようなパッケージは、Fixlet  タイトルに「未指定」と示されています。それら
のパッケージは、メイン、ユニバース、制限付き、およびマルチバースの各チャネル内の
「セキュリティー」リポジトリーにリリースされます。

注:  Ubuntu パッチの「低」、「中」、「高」の重大度カテゴリーは、CVE  に示されて
います。BigFix  Fixlet は、Ubuntu  がリリースするパッケージ・アナウンスからの情報を参
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照します。Ubuntu  アナウンスでコンテンツの重大度が提供されない場合、Fixlet  は重大度
タイプとして「未指定」を示します。

サイトのサブスクリプション
サイトとは、ユーザー、HCL、またはベンダーにより内部的に作成される  Fixlet メッセー
ジの集合です。
実装環境内のシステムにパッチを適用するために、サイトにサブスクライブして  Fixlet 

メッセージにアクセスします。
サイトのサブスクリプションを追加するには、ベンダーまたは  HCL からマストヘッド・
ファイルを入手するか、またはライセンス・ダッシュボードを使用します。Fixlet  サイトの
サブスクライブについて詳しくは、『IBM BigFix ））））））））））』を参照してください。
サイトについて詳しくは、『IBM BigFIx ））））））））））））））））』を参照してください。
Ubuntu Fixlets をデプロイする前に、BigFix  サーバーをパッチ・サポート・サイトにサブス
クライブする必要があります。サイトを収集した後、デプロイメントに基づいて以下のタ
スクを選択し、実行します。

タスク  ID: 65 Ubuntu のダウンロード・ホワイトリストのセットアップ  (Windows サー
バー)

このタスクは  Windows サーバーに適用可能です。
タスク  ID: 66 Ubuntu のダウンロード・ホワイトリストのセットアップ  (Linux サー
バー)

このタスクは  Linux サーバーに適用可能です。
このタスクを実行する必要があります。そうしないと、「要求された  URL は、この適用の
ダウンロード・ホワイトリストに適合していません。」というエラーが発生する可能性が
あります。
Ubuntu はパッケージの取り出し中に動的ダウンロードを使用します。セキュリティーの手
段として、サーバーはホワイトリスト・ファイルのパターンに一致する  URL を持つ動的ダ
ウンロード要求以外の要求をすべてブロックします。エンドポイントは別にして、BigFix 
リレー・サーバーがサブスクライブ済みであることを確認してください。



第  2 章.  Patch for Ubuntu の使用
Ubuntu セキュリティー・アップデート用の  Ubuntu Fixlet サイトには、BigFix  コンソールか
らアクセスします。
Patch Management for Ubuntu の  Fixlet を使用することにより、Ubuntu  から発行される
セキュリティー・アップデートを管理することができます。これらの  Fixlet は、Ubuntu 
Fixlet 向けパッチ・サイトで入手することができます。このサイトには、Endpoint Manager 

コンソールからアクセスします。Fixlet  に対して適用される））））） (superseded)）という用
語は、BigFix  と  Launchpad の  Web サイト  (Ubuntu を含む各種ソフトウェアをホストする 
Web サイト)  では異なる意味で使用されます。

Fixlet を使用したパッチ
コンソールから、適用する必要がある適切な  Fixlet に対するアクションを選択します。ア
クションは適用環境全体に伝搬され、Fixlet  作業域と「アクションの実行」ダイアログで
行った設定に基づいてパッチが適用されます。
Ubuntu Fixlet は  BigFix コンソールから適用できます。
）））））））ドメインで、ナビゲーション・ツリーの）OS ）））））をクリックし
て、）Canonical）をクリックします。
ナビゲーション・ツリーが展開されます。適切なバージョンの  Ubuntu ）））））を選択しま
す。
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図  1. 適切なバージョンの  Ubuntu 向けパッチの選択

右側にあるリスト・パネルで、適用する  Fixlet をダブルクリックします。
図  2. リスト・パネルからの  Fixlet の選択

作業域で  Fixlet が開きます。選択した  Fixlet の詳細を確認するには、ウィンドウの上部にあ
るタブをクリックします。
「アクション」ボックス内のリンクをクリックして、適用を開始します。Ubuntu  の  Web 

サイトが開き、パッケージ情報と、ファイルをダウンロードするためのリンクが表示され
ます。
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図  3. Fixlet の詳細および「アクション」ボックス内で適用を開始するリンク

アクション・ロギング
アクションが成功したかどうかをエンドポイントのログ・ファイルを調べて確認するに
は、「エンドポイントの依存解決  - 適用結果」分析を使用します。パッチの適用前にテスト
実行を適用することで、依存関係が解決されたかどうかを調べることもできます。
アクションが成功した場合、結果はエンドポイント上のログ・ファイルに書き込まれま
す。アクションの結果は、「エンドポイントの依存解決  - 適用結果」分析をアクティブに
すると表示できます。
分析をアクティブにするには、「パッチ管理ドメイン」をクリックします。ナビゲーショ
ン・ツリーから、「すべてのパッチ管理  (All Patch Management)」  > 「分析」をクリッ
クします。
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Figure  4. ナビゲーション・ツリーからの「分析」の選択

右側にある「分析」リスト・パネルから「エンドポイントの依存解決  - 適用結果」をク
リックします。「アクティブ化」をクリックするか、「アクション」ボックス内で分析を
アクティブにするリンクをクリックします。
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Figure  5. 「エンドポイントの依存解決  - 適用結果」分析のアクティブ化

分析をアクティブ化すると表示される「分析」ウィンドウで、「結果」タブをクリックし
ます。
エンドポイントのプロパティーを確認するときには、そのシステム上の適用に関する最
新情報を表示できます。このデータを表示するには、「すべてのコンテンツ」ドメインに
移動し、「コンピューター」ノードを選択します。調べるコンピューターを作業域で選択
し、「適用の結果」セクションまでスクロールダウンします。
Ubuntu パッチ  Fixlet を実行するときには、パッチを適用する前にテスト実行を適用するこ
ともできます。「適用の結果」分析を表示して、依存関係が解決されたかどうか、および
インストールが成功したかどうかを判別できます。
「エンドポイントの依存解決  - 適用結果の分析の報告件数」と呼ばれるタスクを実行す
ることで、出力の件数を制限できます。このタスクにアクセスするには、ナビゲーショ
ン・ツリーから「すべてのパッチ管理  (All Patch Management)」  > 「分析」をクリック
し、Ubuntu  サブノードをクリックします。デフォルトの分析の報告件数は、100  エント
リーです。

Note:  テストが失敗しても、このアクションは「修正済み」と報告します。



Patch for Ubuntu  | 2 - Patch for Ubuntu の使用  | 9

Ubuntu Fixlet 向けパッチ・サイト
Ubuntu セキュリティー・アップデートは、メール・リスト、RSS  フィード、Ubuntu  の 
Web サイト、および  Launchpad (Ubuntu などのアプリケーションをホストする  Web サ
ポート・サイト)  から入手できます。
Ubuntu Fixlet 向けパッチ・サイトには、Ubuntu  セキュリティー・アップデート用の、
対応する  Fixlet コンテンツが用意されています。Ubuntu  は、セキュリティー情報をメー
ル・リストおよび  RSS フィードによって配信します。インストール・パッケージとセ
キュリティー情報の詳細も、Ubuntu  と  Launchpad の  Web サイトを通じてリリースされ
ます。Ubuntu  の  Web サイトでは、セキュリティー情報のアーカイブが保持されていま
す。Launchpad  の  Web サイトでは、Ubuntu  を含む、さまざまなソフトウェアの  Web サ
イトがホスティングされています。

置き換えられる  Fixlet
BigFix では、「置き換え  (supersedence)」とは複数のパッケージを提供する  Fixlet のプロ
パティーを指します。Launchpad  (Ubuntu などのアプリケーションのホスト  Web サイト) 
では、「置き換え  (supersedence)」とは各パッケージのプロパティーを指します。
置き換えられる  Fixlet とは、古いパッケージが含まれた  Fixlet のことです。Fixlet  が置き換
えられると、新しいバージョンのパッケージが含まれた新規  Fixlet が存在するようになり
ます。新規  Fixlet の  ID は、置き換えられた  Fixlet の説明で確認できます。
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図  6. 新規  Fixlet の  ID を示す、置き換えられた  Fixlet の説明

BigFix および  Launchpad による「置き換え  (supersedence)」の定義
BigFix for Patch Management と  Launchpad では、））））） (supersedence)）という用語の使
用方法が異なります。Launchpad  の  Web サイトでパッケージのステータスが「置き換え 
(superseded)」となっている場合、これは  BigFix で  Fixlet が「置き換え」と表示されてい
る場合とは意味が異なります。
Launchpad の用語では、））））） (supersedence)）とは各パッケージのプロパティーを指し
ます。BigFix  for Patch では、））））） (supersedence)）とは複数のパッケージを提供する 
Fixlet のプロパティーを指します。Fixlet  が置き換えられているということは、同じパッ
ケージのセットを持つ、より新しく、かつ拡張された  Fixlet が存在していることを意味し
ます。
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よくある質問
BigFix  での  Ubuntu パッチ適用における置き換えに関してよくある質問とそれに対する答え
を以下に示します。
置き換えとは何ですか?
置き換えとは、古くなった  Fixlet を最新の  Fixlet に置き換えることに関するものです。
BigFix パッチ適用で置き換えはどのように機能しますか?
置き換えは、新規にリリースされた  Fixlet を使用して、  BigFix  アプリケーション  Fixlet を
最新バージョンに更新する場合に役立ちます。置き換えられる  Fixlet は、バックトラッキ
ングに関する以下の詳細が含まれている古い  Fixlet と置き換わります。

注:  Fixlet の  x-Fixlet-Superseded  フィールドは、新しいバージョン番号を示します。
図  7. 置き換え情報

置き換え先バージョン  (新しいバージョン)  は、Ubuntu  Fixlet のサンプルのスクリーン
ショットに示すように「説明」タブに表示されます。
置き換え先とは何ですか?
置き換え先は、古くなったバージョンを置き換えるか更新する最新の  Fixlet です。
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置き換え元とは何ですか?
置き換え元は、最新の  Fixlet に置き換えられる古くなった  Fixlet です。
アプリケーションの最新のバージョンが使用可能である場合でも、置き換えられる  Fixlet 

を使用して、その同じアプリケーションをデプロイできますか?
はい。アプリケーションを最新のバージョンに更新することもできます。また、置き換え
られる  Fixlet を使用して、アプリケーションをデプロイすることもできます。アプリケー
ションに使用可能な更新があることは、Fixlet  の説明に示されます。
置き換えられる  Fixlet を使用できない例外とはどのようなものですか?
Google Chrome などのアプリケーションでは、使用可能な最新バージョンのみをダウン
ロードできます。

• ダウンロード可能なバージョン: このようなアプリケーションでは、置き換えられる 
Fixlet は使用可能な最新バージョンのみをデプロイします。

• 理由: ダウンロード・リンクは、通常の  Fixlet であるか置き換えられる  Fixlet である
かに関係なく、すべての  Fixlet で一定です。

パッケージのアーキテクチャーは、置き換えで役割を果たしていますか?
はい。例えば、amd64  アーキテクチャー  Fixlet は、別の  amd64 アーキテクチャー  Fixlet に
のみ置き換えることができ、それ以外のアーキテクチャー  Fixlet に置き換えることはでき
ません。
Ubuntu で置き換えはどのように機能しますか?
Ubuntu での  Fixlet の置き換えは、パッケージ名とバージョン番号に基づいて機能します。
カーネル  Fixlet とはどのようなもので、Ubuntu  カーネル  Fixlet では置き換えがどのよう
に機能しますか?
カーネル  Fixlet は、パッケージ名の前に  linux-image  が付与された  Fixlet で、例え
ば、linux-image-<version>-<flavour>  などです。
カーネル  Fixlet での置き換え:
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• バージョン  X.Y.Z-W のカーネル  Fixlet の場合、X.Y  はマイナー・バージョンと呼ばれ
ます。置き換えが機能するためには、マイナー・バージョンが一致することが前提と
なります。つまり、Ubuntu  カーネル  Fixlet には  HWE (ハードウェア有効化)  シナリ
オが必要であるため、置き換え先のマイナー・バージョンが置き換え元のパッケージ
と一致する必要があります。
例えば、linux-image-4.4.x が置き換わることができるのは別の  linux-image-4.4.x のみ
であり、linux-image-4.8.x が置き換わることができるのは別の  linux-image-4.8.x のみ
です。

• 置き換えが発生するのは、それが同じタイプに属する場合のみです。つまり、linux-
image-<バージョン>-generic が置き換わることができるのは別の  linux-image-<バー
ジョン>-generic のみです。これは、名前に  extra フレーバー・タイプを持つものに適
用されます。
例えば、linux-image-extra-4.4.0-101-generic は、linux-image-extra-4.4.0-103-generic 

に置き換わりますが、linux-image-4.4.0-103-generic に置き換わることはできませ
ん。

USN Fixlet および未指定の  Fixlet の置き換え先と置き換え元のパッケージ・バージョンが 
Ubuntu で類似していると、どうなりますか?
Ubuntu では、USN  ID が指定されていないすべての  Fixlet は））））  Fixlet にグループ化され
ます。

• USN Fixlet および未指定の  Fixlet の置き換え先および置き換え元のパッケージ・バー
ジョンが類似している場合は、USN  Fixlet に優先権があります。つまり、USN  Fixlet 

が未指定の  Fixlet に置き換わります。
• 両方の  Fixlet でパッケージ・バージョンが類似している場合に、未指定の  Fixlet が 

USN Fixlet に置き換わることはありません。
Ubuntu では未指定の  Fixlet が  USN Fixlet に置き換わることができますか?
はい。Ubuntu  で未指定の  Fixlet が  USN Fixlet に置き換わることができるのは、未指定の 
Fixlet のパッケージ・バージョンが  USN Fixlet のパッケージ・バージョンよりも大きい場
合のみです。
同じ  Fixlet が  2 回以上置き換わりますか?
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いいえ。Fixlet  が最新バージョンに置き換わると、Fixlet  は再度置き換わることがないよう
に対応する  OS コードの  seenfile  で  superseded:True  とマークされます。
置き換えられた  Fixlet では関連度の変更がありますか?
はい。以下のように、置き換えられる  Fixlet に対して追加で関連度の検査が必要です。 
<Relevance>(value of setting "_BESClient_Ubuntu_EnableSupersededEval" of 

client as integer = 1) | false</Relevance>

パッチのアンインストール
「Ubuntu  .deb パッケージのアンインストール  (Uninstall Ubuntu .deb packages)」タスク
を設定して、他のパッケージに対する依存関係を持たない  Ubuntu Debian パッケージをア
ンインストールします。アンインストール・アクションでは、Ubuntu  .deb パッケージは
削除されますが、アンインストールされるパッケージの構成ファイルは削除されません。
「アクション」ボックス内のパージ・アクション・リンクを介して構成ファイルも削除す
ることができます。
「Ubuntu  .deb パッケージのアンインストール  (Uninstall Ubuntu .deb packages)」タスク
を使用して、Ubuntu  Debian パッケージをアンインストールできます。

注:  「Ubuntu  .deb パッケージのアンインストール  (Uninstall Ubuntu .deb packages)」
タスクでは、削除するパッケージが他のパッケージに対する依存関係を持たない場合にの
み、パッケージがアンインストールされます。
パッチをアンインストールするには、「パッチ管理ドメイン」をクリックします。ナビ
ゲーション・ツリーで、「すべてのパッチ管理  (All Patch Management)」  > 「サイト」  > 

「外部サイト」  > 「Linux  RPM パッチ」  > 「Fixlet  とタスク」をクリックします。
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図  8. ナビゲーション・ツリーからの「Fixlet  とタスク」の選択

右側にあるリスト・パネルで、「Ubuntu  .deb パッケージのアンインストール  (Uninstall 

Ubuntu .deb Packages)」を選択します。
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図  9. アンインストールする  Ubuntu .deb パッケージの選択

「アクション」ボックス内でアンインストール・アクションを開始するリンクをクリック
します。

図  10. Ubuntu .deb パッケージをアンインストールするリンクの選択

「アクション・パラメーター」ウィンドウが開きます。パッケージ名を入力し、「OK」を
クリックします。影響を受けるコンピューターは、パッチのアンインストール・タスクの
実行結果を完了または失敗として報告します。「エンドポイントの依存解決  - 適用結果」
分析をアクティブにして、ログ・ファイル内のアクションの結果を表示することもできま
す。「エンドポイントの依存解決  - 適用結果」分析の使用について詳しくは、アクション・
ロギング  (））））） 6)を参照してください。
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図  11. パッケージ名の入力および「OK」のクリック

アンインストール・アクションでは、Ubuntu  .deb パッケージは削除されますが、アンイ
ンストールされるパッケージの構成ファイルは削除されません。パージ・アクション・リ
ンクをクリックすると、構成ファイルも削除されます。
「アクション」ボックスで最後のアクションを実行すると、「dpkg」(Ubuntu Debian パッ
ケージ・マネージャー)  の使用についての情報を示すリンクが開きます。

図  12. dpkg パッケージ・マネージャーについての情報を示すリンクの選択

リポジトリーの追加
Ubuntu カスタム・リポジトリー管理ダッシュボードを使用して、リポジトリーを追加でき
ます。
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以下のタスクを適用して、「パッチ・サポート」サイトにある分析をアクティブ化する必
要があります。

• 分析:  リポジトリー構成  - Ubuntu

• タスク(T): カスタム・リポジトリー・サポートの有効化  - Ubuntu

1. 「すべてのコンテンツ」ドメインから、「サイト」  > 「外部サイト」  > 「パッチ・
サポート」  > 「ダッシュボード」  > 「Ubuntu  カスタム・リポジトリー管理  (Ubuntu 

Custom Repository Management)」に移動します。
2. 「リポジトリー」タブから「追加」をクリックします。

3. 「新規リポジトリーの追加  (Add a New Repository)」ウィンドウで、以下のフィー
ルドに詳細を入力します。

• リポジトリー名
• リポジトリー  URL

• リポジトリーの配信  (Repository Distribution)

• リポジトリー・コンポーネント  (Repository Components)
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4. 「保存」をクリックします。

これでリポジトリーが追加されました。

リポジトリーのインポート
Ubuntu カスタム・リポジトリー管理ダッシュボードを使用して、リポジトリーをインポー
トできます。



Patch for Ubuntu  | 2 - Patch for Ubuntu の使用  | 20

「パッチ・サポート」サイトにある「分析:  リポジトリー構成  – Ubuntu」をアクティブ化
する必要があります。

1. 「すべてのコンテンツ」ドメインから、「サイト」  > 「外部サイト」  > 「パッチ・
サポート」  > 「ダッシュボード」  > 「Ubuntu  カスタム・リポジトリー管理  (Ubuntu 

Custom Repository Management)」に移動します。
2. 「リポジトリー」タブから「インポート」をクリックします。
3. 「新規リポジトリーのインポート  (Import a New Repository)」ウィンドウで、リポ

ジトリー名を入力します。

4. 「保存」をクリックします。

これでリポジトリーがダッシュボードにインポートされました。
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リポジトリーへのエンドポイントの登録
Ubuntu カスタム・リポジトリー管理ダッシュボードを使用して、エンドポイントにリポジ
トリーを登録して接続します。
以下のタスクを適用して、「パッチ・サポート」サイトにある分析をアクティブ化する必
要があります。

• 分析:  リポジトリー構成  - Ubuntu

• タスク(T): カスタム・リポジトリー・サポートの有効化  - Ubuntu

1. 「すべてのコンテンツ」ドメインから、「サイト」  > 「外部サイト」  > 「パッチ・
サポート」  > 「ダッシュボード」  > 「Ubuntu  カスタム・リポジトリー管理  (Ubuntu 

Custom Repository Management)」に移動します。
2. 「エンドポイント」タブで、リポジトリーを登録するエンドポイントを選択します。

3. 「新規リポジトリーの登録  (Register a new repository)」をクリックします。選択し
たエンドポイントのリポジトリーが、ウィンドウの下部にリストされます。リポジト
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リーに未指定として名前が付けられる場合は、「リポジトリー」リストにリストされ
ないことを意味します。

4. 「新規リポジトリーの登録  (Register a New Repository)」ウィンドウで、リポジト
リーを選択して「次へ」をクリックします。

5. 後続のウィンドウに、登録するリポジトリーの名前、URL、および配信が表示されま
す。リポジトリー・コンポーネントを入力します。複数のコンポーネントを区切るに
はスペースを使用します。フィールドを追加することもできます。

6. 「保存」をクリックします。
7. 「アクションの実行」ウィンドウで、コンピューターを選択し、「OK」をクリック

してアクションを実行します。
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リポジトリーの削除
Ubuntu カスタム・リポジトリー管理ダッシュボードを使用して、リポジトリーを削除でき
ます。

1. 「すべてのコンテンツ」ドメインから、「サイト」  > 「外部サイト」  > 「パッチ・
サポート」  > 「ダッシュボード」  > 「Ubuntu  カスタム・リポジトリー管理  (Ubuntu 

Custom Repository Management)」に移動します。

2. 「リポジトリー」タブで、削除するリポジトリーを選択して「削除」をクリックしま
す。

3. 「はい」をクリックして、リポジトリーを削除します。

これでリポジトリーが削除されました。
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